
第40回大会〕
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ロン茶および運動の影響

食　物　29

的　従来よi) ウ- ロン茶と脂質代謝の関係については多くの報告かあるが、広く市販

ている紙パ-jク入りウーnン茶についての報告はみられないため脂質代謝への影響を

茶およびa ―ヒーと比較し、さらに運動負荷した場合の効果も検討した。

方法　1 1週齢のW i s t a r系雄ラット3 5匹を紙パック入りウーロン茶､投与群

( o群) 、緑茶4 gを純水10 0mlで2 分間沸騰抽出した緑茶投与群{ G 群)、インス

タントコーヒ1 gを温水10 0mlに溶解したコ―ヒー投与群{ C 群)に分け、さらに各

群を非運動区(NE区)と１日3 0分間遊泳運動を負荷した運動区( E区）に分け、対照

を水道水投与非運動区（W －N E 区）とし計７区とした。飼料はラード20 ％、コレステロ

ール1 %を含む高脂肪食を各区等摂取となるように与え21週齢まで飼育した。一夜絶食後

解剖し、門脈より採血後、腹腔内の脂肪組織及び肝臓を摘出し秤量した。血清ＴＧの定量

は、T G キッ　トG N ( 日本商事KK )を使用し、総コレステロール（T－chol) はZak－Henly　法

HDL-cholはHDL－コレステa ールテストワコーを使用した。肝臓の脂質はクa ロホルム・メ

タノール混液での抽出液を使用して総脂質(IDは重量法、IGはTGテストワコーを使用し

た比色法、T－cho 1はZak－Hen 1y　法で定量した。

　結果　非運動群では肝脂質が○区で高く、肝TLと肝T－cho 1は有意差を認めた。運動群で

は肝TLはC 区が有意に高く、肝T- cho 1は0 区が有意に低値を示した。運動負荷によって体

重増加量、体脂肪量、肝IGは各区とも低下し、○区は肝臓重量、肝IL .肝I - c h 01 か低下、

C 区ti血清TG、動脈硬化指数か低下、G 区は肝臓重量は低下、HDL－cho1が上昇した。
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ロール濃度と糞中中性ステロ―ル排泄

の影響

　三好弘子　小石秀夫

　目的　ラットに分離大豆タンパク質（ＳＰＩ）を投与すると、カゼインに比較し、糞中

脂質、中性ステロ―ルの排泄*を増加させS P Iの摂取がコレステロールの代謝排泄を

促進していることを昨年の大会で報告した。今回は、成人男子でも同様なことが認められ

るかどうかについて検討した。

　方法　健康な男子学生10人を被検者とした。５人にはスキムミルク食を２週間. 次いで日

常食を６日間はさんだ後S P I食を２週間投与した。他の５人は実験食投与順序を逆に

した。エネルギーは　43kcal／kg／日。タンパク質は　0. 8g／kg／日のレベルで投与し、総タン

パク質の　1／2はスキムミルクもしくはS P I, 1／3は卵黄1 ／eは米由来とした。脂質は

総エネルギーの　2 5%　とし、コレステロールの投与量は。主に卵黄由来で　23. 3iiig／kg／日で

あった。さら’にミネラル混合。ビタミン錠を投与した。早朝空腹安静時に採血した。糞は

実験食殼与１週目と２週目の後半４日間採取した。血復申の脂質濃度は酵素法により測定

した。糞中の脂賀は　Fo lch法、中性ステロールは塩化第二鉄呈色法、コレステロールli．

M i e t ti n e n等の方法で抽出後ＧＬＣにより測定した。

　結果　血奨中コレステロール濃度は、スキムミルク食投与２週目で投与前の値より有意

な上昇を認めたがS P I食では変化を示さなかった。H D L －コレステロール、リン脂

質. T G濃度は両食事とも実験期間を通じて変化を示さなかった。糞中排泄脂質、中性ス

テロール、コレステロ―ルの排泄量は、S P I食でスキムミルク食より多い傾向にあった

が有意な差ではなかった。


